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２． パラグアイ農業総合試験場の土地利用状況（45km 地点）
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３． パラグアイ農業総合試験場の 52km 地点の圃場
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４． パラグアイ農業総合試験場の派遣職員・現地定員職員配置実績
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５． パラグアイ農業総合試験場の長期専門家派遣実績
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６． パラグアイ農業総合試験場の試験研究実績（1962 年～2007 年） 

 
実
施
年
度

 
作
物

 
試
験
研
究
課
題

 
62

 
63

 
64

65
66

67
68

69
70

71
72

73
74

75
76

 
成
 
果

 

品
種
選
定

 
 

 
●

●
 

イ
グ
ア
ス
の

主
要
栽
培
品
種

SA
N

TA
 R

O
SA

と
３
品
種
の
比
較
試
験
を
実
施
、
４

品
種
と
も
に
晩
生
系
で
あ
る
こ
と
が
判
明
。
品
種
間
に
収
量
の
差
は
あ
ま
り
見
ら
れ

な
か
っ
た
。
ま
た
、

19
76

年
に

は
、
ブ
ラ
ジ
ル
品
種
の
導
入
に
よ
る
試
験
を
開
始
し

た
。

 
大
豆

 

病
害
防
除

 
 

 
●

大
豆
青
立
症
状
の
原
因
は
カ
メ
ム
シ
に
よ
る
吸
害
と
、
同
吸
害
後
の
炭
疸
病
の
感
染

と
推
察
さ
れ
た
。

 

小
麦

 
品
種
選
定

 
 

 
●

IA
N
系

と
IT

A
PU

A
系
を
供
試
し

、
適
応
性
検
定
試
験
を
実
施
し
た
。

 

肥
料

 
 

 
●

●

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
大
豆
、
コ
ロ
ニ
ア
ル
グ
ラ
ス
を
用
い
て
肥
料
試
験
を
実
施
、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
で
は
リ
ン
酸
の
効
果
は
顕
著
で
あ
り
、
大
豆
で
は
リ
ン
酸
と
カ
リ
の
施
用

効
果
が
認
め
ら
れ
た
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
過
リ
ン
酸
石
灰
施
用
に
よ
る
肥
効
試
験
を

実
施
し
た
が
収
量
差
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

 

ゴ
マ

 
 

 
●

 
既
導
入
品
種
と
本
邦
か
ら
の
導
入
権
に
よ
り
ゴ
マ
の
生
育
・
収
量
試
験
を
実
施
、
各

品
種
と
も
当
地
へ
の
適
応
性
が
あ
る
と
推
察
さ
れ
た
。

 

畑
作

 

ス
テ
ビ
ア

 
 

 
●

●
実
生
、
挿
木
及
び
株
分
け
に
よ
る
繁
殖
試
験
、
肥
料
試
験
、
栽
植
密
度
試
験
を
実
施

し
た
。

 

肉
牛
品
種
選
定

 
 

 
●

●
●

●
●

 
19

67
年

12
月
か

ら
畜
産
セ
ン
タ
ー
（

1,
00

0h
a）

に
お
い
て
放
牧
を
開
始
し
た
が
、

植
付
期
の
天
候
不
順
に
よ
り
自
然
草
地
の
改
良
は
で
き
な
か
っ
た
。
放
牧
牛
に
つ
い

て
は
ジ
ル
種
、
ブ
ラ
ー
マ
ン
種
が
適
し
て
い
る
と
推
察
さ
れ
た
。

 

飼
養
管
理

 
 

 
●

●
●

昼
夜
全
放
牧
に
よ
る
サ
ン
タ
・
ヘ
ル
ト
・
ル
ー
デ
ス
種
の
哺
乳
期
に
お
け
る
増
体
量

を
試
験
を
実
施
、

1
日
当
た
り
平
均
増
体
重
は
雄
雌
平
均
で

80
3±

5.
5g

、
雄
平
均
で

81
3±

96
.0

g 
雌
平
均

79
3±

51
.2

g
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
サ
ン
タ
ヘ
ル
ト
ル
ー
デ
ィ

ス
の
増
体
量
は
ゼ
ブ
系
よ
り
勝
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
生
後

5
カ
月

齢
か
ら

6
歳

ま
で
の
肥
育
状
況
を
調
査
、
冬
期
の
霜
害
に
よ
り
体
重
は
減
少
し
特
に

高
齢
牛
で
は

顕
著
で
あ
っ
た
。
今
後
多
年
草
の
夏
冬
型
牧
草
の
混
植
牧
野
造
成
が
必

要
と
思
え
た

。
 

畜
産

 

冬
季
牧
草

 
 

 
●

サ
ン
タ
・
へ
ル
ト
・
ル
ー
デ
ス
種
に
冬
期
牧
草
と
し
て
燕
麦
に
よ
る
飼
育
効
果
を
調

査
、

1
日
当
た
り
約
１

kg
の
増
体
と
い
う
良
い
結
果
が
で
た
。
た
だ
し
、
燕
麦
が
短

年
生
で
あ
る

た
め
毎
冬
の
草
地
造
成
が
必
要
で
あ
り
経
済
的
に
は
難
し
い
。

 

新
規

導
入

作
物

実
績

 
 

●
 
●

●
●

●
●

19
63

年
に
油
桐
５
種
、
温
州
蜜
柑
３
種
、
ラ
ミ
ー
、
茶
、
柑
橘
類
等
、

64
年
に
は

パ
ラ
オ
松
、
ユ
ー
カ
リ
、
レ
モ
ン
グ
ラ
ス
、
柿
、
桃
等
、

65
年
に
ハ
ッ
カ
、
ブ
ド
ウ

、
66

年
に
牧
草
類
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
、
大
豆
等
、

19
67

年
に
マ
カ
ダ
ミ
ア
ナ
ッ
ツ
、
牧

草
類
、
大
豆
、
マ
イ
ス
、

71
年
に
は
コ
ー
ヒ
ー
、
ホ
ー
キ
モ
ロ
コ
シ
等
の
導
入
を
行

っ
た
。

 
そ
の
他

 

展
示
圃
等

 
 

 
●

試
験
圃
場
に
牧
草

18
種
、
展
示

圃
場
に
柑
橘
類
、
油
桐
、
パ
ラ
ナ
松
、
ユ
ー
カ
リ
、

バ
ナ
ナ
、
カ
ボ
ッ
ク
、
セ
ン
ダ
ン
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
栽
植
し
た
。

 
 



－ 85 － 

 
 

実
施
年
度

 
作
物

 
試
験
研
究
課
題

 
77

 
78

 
79

80
81

82
83

84
成
 
果

 

品
種
選
定

 
●

 
●

 
●

●
●

●
●

●
19

80
年
で
は

Pa
ra

na
、

D
av

is
,そ

の
後
の
試
験

no
結
果
、
早
生
種
で

H
ar

os
oy

、
Pa

ra
na
、
中
早
生
種
で

R
ill

ito
、
中

晩
生

で
B

ra
gg

が
当

地
に

お
け

る
適

応
性

品
種

と
推

定
さ

れ
た

。
な

お
、

84
年

か
ら

は
ブ

ラ
ジ

ル
の

FT
系

統
及

び
O

C
EP

A
R
系
統
の
品
種
導
入
、

IA
N
選
抜
系
統
を

導
入
し
試
験
を
実
施
し
た
。

 

品
種
特
性
調
査

 
 

●
 
●

●
●

●
●

●

早
生
、
中
生
、
晩

生
の
各
品
種
の
播
種
期
に
つ
い
て
検
討
し
、
品
種
選
定
と
あ
わ
せ
て
適
播
種
期
を
選
定
し
た
。
ま
た
、

主
要
品
種
の
開
花
時
期
、
生
育
日
数
に
つ
い
て
調
査
を
実
施
し
た
。

19
84

年
で
は
ブ
ラ
ジ
ル

FT
系
統
、

O
C

EP
A

R
系

統
の
品
種
を
導
入
・
供
試
、
生
育
日
数

13
7
日
以

内
の
早
生
系
は

FT
-1

の
み
で
あ
り
、
そ
の
他
は
中
生
、
晩
生
で
あ
っ

た
。

 
栽

植
密

度
・

栽
培
様
式

 
 

●
 
●

●
●

●
●

●
早
生
、
中

生
、

晩
生
の
各

品
種

に
つ
い
て

、
栽

植
密
度
が

増
す

に
従
い
収

量
は

減
少
し
、

適
正

栽
植
密
度

は
、

1h
a
当

た
り

40
万
本
と

推
定
さ
れ
た
。

 

肥
料

 
 

 
 

 
●

●
●

●
カ
リ
肥
料

60
～

90
㎏
の
施
肥
で
わ
ず
か
に
増
収

傾
向
を
示
し
た
が
、
有
意
な
差
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
リ
ン
酸
で
は
、

無
施
用
区
に
対
し
て
効
果
が
確
認
さ
れ
た
。

 

麦
鋤
込
み

 
 

 
 

 
 

 
●

●
小
麦
収
穫
後
の
麦
悍
の
乾
物
量

5.
2～

6.
9t

/h
a
の
鋤
込
み
に
よ
り
、
大
豆
の
子
実
量
、
茎
莢
量
は
増
加
す
る
傾
向
が
見
ら

れ
た
。

 

大
豆

 

種
子
消
毒

 
 

 
 

 
 

 
 

●
種
子
消
毒
剤

R
ho

di
au

ra
m

70
に
よ
る
種
子
消
毒

を
行
い
、
播
種
直
前
粉
衣
で
、
発
芽
率
の
向
上
が
認
め
ら
れ
た
が
、
有

意
差
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

 

品
種
選
定

 
 

 
 

●
●

●
●

●
播
種
期
、
施
肥
量
の
比
較
試
験
、
ブ
ラ
ジ
ル
及
び
日
本
導
入
品
種
と
の
品
種
比
較
試
験
、

IA
N
と
の
共
同
に
よ
り
メ
キ

シ
コ

C
IM

M
Y

T
か

ら
の

導
入

品
種

の
検

定
を

実
施

し
た

。
試

験
の

結
果

、
早

生
系

で
は

、
EL

PA
TO

、
中

生
系

で
A

LO
N

D
R

A
46

が
優
良
と
み
ら
れ
た
。

 

栽
培
技
術

 
 

 
 

●
●

●
●

●
３
月
末
か
ら
７

月
上
旬
ま
で
の

８
播
種
期
を
設

定
し
、
各
品
種

に
お
け
る
播
種

適
期
の
分
類
を

行
っ
た
。
当
地

の
凍
霜

害
、
病
害
を
避

け
る
た
め
に
は

、
早
生
系
で
４

月
下
旬
ま
で
、

中
性
生
系
で
４

月
中
旬
ま
で
の

播
種
が
必
要
で

あ
る
。

播
種
量
で
は

EL
PA

TO
で

13
9
㎏

/h
a、

A
LO

N
D

R
A

46
で

14
3
㎏

/h
a
が
適
量
と
推
定
し
た
。

 

施
肥

 
 

 
 

●
●

●
●

●
肥
沃
度
中
扁
の
畑
に
お
け
る
大
豆
小
麦
体
系
に
お
け
る
窒
素
施
肥
法
は
、
大
豆
で

40
㎏

/h
a、

小
麦
で

40
～

60
㎏

/h
a

と
推
定
さ
れ
た
。
リ
ン
酸
肥
料
で
は
、
大
豆
で

90
㎏

/h
a、

小
麦
で

60
～

90
㎏

/h
a
の
施
肥
が
経
済
効
果
が
高
い
も
の

と
推
察
さ
れ
た
。

 

小
麦

 

病
害
防
除

 
●

 
●

 
 

 
 

 
 

 
主
要
病
害
で
あ
る
ウ
ド
ン
コ
病
、
赤
サ
ビ
病
に
つ
い
て
品
種
ご
と
の
耐
病
性
検
定
を
実
施
し
た
。
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実
施
年
度

 
作
物

 
試
験
研
究
課
題

 
77

 
78

 
79

80
81

82
83

84
成
 
果

 

ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
栽
培
技
術

 
 

 
●

８
月
、
９
月
、

10
月
、

11
月
の

播
種
期
別
の
試
験
を
実
施
し
、
９
～

10
月
の
播
種
期
が
多
収
で
あ
り
、

C
ar

gi
lc

.4
08

、

A
gr

oc
er

es
23

01
が
有
望
種
と
推
察
さ
れ
た
。

 

繁
殖
法

 
●

 
 

株
分
苗
、
挿
し
芽
苗
に
よ
る
生
育
試
験
を
実
施
。
種
子
の
発
芽
試
験
の
実
施
。

 
ス
テ
ビ
ア

 
栽
培

 
●

 
 

11
月
～

12
月
の

挿
芽
繁
殖
に
お
い
て
活
着
率
が
高
い
こ
と
を
確
認
。
採
種
後
の
日
数
経
過
に
伴
い
発
芽
率
が
低
下
す
る

こ
と
が
判
明
。

 

牧
草
品
種
選
定

 
●

 
●

 
●

●
●

●
●

●

燕
麦
で
は
６
月

中
下
旬
の
播
種

に
よ
り
茎
数
の

増
加
量
が
多
く

適
期
と
推
定
さ

れ
た
。
イ
タ
リ

ア
ン
・
ラ
イ
グ

ラ
ス
で

は
乾
物
収
量
が
最
も
多
い
の
は
、
５
月

11
日
頃

と
推
定
さ
れ
た
。
放
牧
用
牧
草
の
品
種
選
定
試
験
、

19
75

年
か
ら

80
年
ま
で
の
主
要

牧
草
の
無
肥
料

栽
培
に
お
け
る

収
量
調
査
の
結

果
、
メ
ル
ケ
ロ

ン
及
び
エ
レ
フ

ァ
ン
テ
の
収
量

が
多
か

っ
た
が
、
年
別

刈
り
取
り
収
量

は
ソ
ハ
ペ
レ
ー

ネ
を
除
き
減
少

し
て
い
っ
た
。

ま
た
、
冬
期
の

収
量
は
、
各
牧

草
種
と

も
夏
期
に
比
べ
著
し
く
少
な
か
っ
た
。

 

サ
イ

レ
ー

ジ
調

整
 

●
 
●

 
冬
期
補
助
飼
料
と
し
て
青
刈
り
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
エ
レ
フ
ァ
ン
テ
牧
草
の
サ
イ
レ
ー
ジ
調
整
試
験
を
実
施
し
た
。

 

牧
草
施
肥
効
果

 
 

 
●

●
ヨ
ウ
リ
ン
、
過

リ
ン
酸
石
灰
、

消
石
灰
、
尿
素

に
よ
る
土
壌
改

良
、
施
肥
効
果

を
試
験
。
ま
た

、
主
要
牧
草
の

尿
素
、

塩
化
カ
リ
、
ヨ
ウ
リ
ン
の
追
肥
試
験
を
実
施
し
、
追
肥
の
効
果
を
確
認
し
た
。

 

輪
喚
放
牧

 
 

 
●

●

年
間
増
体
重
は
、
輪
換
放
牧
区
の
方
が
固
定
放

牧
区
よ
り
肉
牛
の
肥
育
効
果
が
高
い
傾
向
を
示
し
、
サ
ン
タ
・
ヘ
ル
ト
・

ル
ー
デ
ス
系
よ

り
も
ネ
ロ
ー
ネ

（
雌
）
と
サ
ン

タ
・
ヘ
ル
ト
・

ル
ー
デ
ス
（
雄

）
の
雑
種
の
方

が
良
好
な
傾
向

を
示
し

た
。

 

畜
産

 

牧
草

地
と

畑
地

の
長
期
輪
喚

 
 

 
●

●
●

大
豆
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
、
小
麦

と
牧
草
の
長
期

輪
作
を
実
施
、

リ
ン
酸
の
収
支

が
後
作
物
に
与

え
る
影
響
が
大

き
く
、

地
力
維
持
特
上
リ
ン
酸
の
補
給
が
必
要
と
考
え
ら
れ
た
。

 

品
種
選
定

 
 

 
●

●
ノ
ゾ
ミ
１
号
を
対
象
と
し
て
試
験
を
実
施
し
、
こ
れ
よ
り
収
量
の
多
か
っ
た
の
は
マ
ス
タ
ー
２
号
、
サ
カ
タ
№

38
と
№

39
で
あ
っ
た
が
、
日
持
ち
で
は
ノ
ゾ
ミ
を
超
え

る
も
の
は
な
か
っ
た
。

 

冬
期
栽
培

 
 

 
●

冬
期
の
早
熟
栽

培
に
関
し
て
は

、
ビ
ニ
ー
ル
ト

ン
ネ
ル
内
の
這

作
り
で
生
産
が

可
能
で
あ
る
こ

と
が
う
か
が
え

た
。
マ

ス
タ
ー
２
号
、
ノ
ゾ
ミ
、
タ
フ
グ
ロ
ー
が
適
品
種
と
考
え
ら
れ
た
。

 
ト
マ
ト

 

冬
期
栽
培

 
 

 
●

平
畝
、
高
畝
の

敷
き
草
区
に
は

追
肥
効
果
が
見

ら
れ
た
が
、
灌

水
を
施
し
た
区

で
は
、
敷
き
草

及
び
追
肥
の
効

果
は
マ

イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。
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実
施
年
度

 
作
物

 
試
験
研
究
課
題

 
77

 
78

 
79

80
81

82
83

84
成
 
果

 

品
種
選
定

 
 

 
●

●
13

品
種
の
比
較
試
験
を
実
施
し
た
が
、
当
地
の
主
要
品
種
サ
ン
ラ
イ
ズ
に
勝
る
も
の
は
な
か
っ
た
。

 
メ
ロ
ン

 
冬
期
栽
培

 
 

 
●

当
地
に
お
け
る

メ
ロ
ン
の
冬
期

栽
培
は
、
ビ
ニ

ー
ル
ト
ン
ネ
ル

被
覆
に
よ
り
可

能
で
あ
る
。
た

だ
し
、
６
月
、

７
月
と

11
月
の
収
穫
は

可
能
で
あ
る
が
、
８
月
、
９
月

の
収
穫
は
無
理
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
。

 

野
菜

 
そ
の
他

 
 

 
●

●
ピ
ー
マ
ン
、
タ

マ
ネ
ギ
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
、
キ
ャ

ベ
ツ
、
レ
タ
ス

、
ペ
チ
カ
ボ
チ

ャ
等
の
品
種
比

較
試
験
及
び
施

肥
試
験

を
実
施
し
た
。

 
桑
品
種
選
定

 
●

 
●

 
日
本
桑
種
の
品
種
選
定
挿
し
木
試
験
、
在
来
種
と
日
本
導
入
種
の
発
芽
・
生
育
比
較
試
験
の
実
施

 

栽
培
技
術

 
●

 
●

 
中
刈
り
と
低
位

幹
仕
立
て
の
収

量
比
較
試
験
、

桑
収
穫
期
及
び

収
穫
法
別
試
験

、
古
条
利
用
に

よ
る
凍
霜
害
軽

減
対
策

試
験
、
桑
仕
立
て
別
収
穫
試
験
、
極
低
幹
仕
立
て
の
密
植
試
験
（
３

m
ｘ
１

m
又
は
３

m
ｘ

0.
5m

が
適
正
栽
植

密
度
）

を
実
施
し
た
。

 
稚

蚕
用

桑
仕

立

て
 

●
 
●

 
１
～
２
令
の
稚
蚕
１
箱
で
は
、
１
株
当
た
り

10
㎏
程
度
収
穫
と
し
て

25
株
必
要

で
あ
る
。

 

蚕
飼
育

 
●

 
 

屋
外
飼
育
は
、

桑
の
萎
凋
に
よ

り
食
桑
不
足
か

ら
繭
が
軽
く
な

る
傾
向
が
あ
る

が
、
蚕
の
健
康

状
態
も
良
く
問

題
は
な

い
。

 

養
蚕

 

肥
料

 
 

 
●

日
本
種
の
「
改
良
鼠
返
し
」
で
は
、
石
灰
区
、
ヨ
ウ
リ
ン
区
、
鶏
糞
＋
石
灰
区
、
化
成
＋
石
灰
区
で
増
収
を
示
し
た
が
、

現
地
種
で
は
大
き
な
差
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

 

土
壌
保
全

 
土
壌
流
亡
調
査

 
●

 
●

 
裸
地
傾
斜
地
、

耕
作
地
に
お
け

る
土
壌
流
亡
の

調
査
を
実
施
し

、
桑
圃
場
で
土

壌
流
亡
が
激
し

く
、
永
年
作
等

の
植
付

け
後
に
土
壌
被

覆
度
の
少
な
い

も
の
は
、
草
生

栽
培
等
の
土
壌

保
全
が
必
要
と

推
定
さ
れ
た
。

ま
た
、
耕
作
地

で
は
高

さ
10

cm
程
度
の

畦
を
作
る
こ
と
に
よ
り
土
壌

流
亡
効
果
が
認
め
ら
れ
た
。

 

土
壌
肥
料

 
土
壌
流
亡
調
査

 
 

 
●

イ
グ
ア
ス
移
住

地
内
の
土
壌
分

布
調
査
を
行
い

、
一
部
強
酸
性

土
壌
が
散
見
さ

れ
、
石
灰
に
よ

る
中
和
の
必
要

性
が
う

か
が
わ
れ
た
。

 
 



－ 88 － 

 

 
実
施
年
度

 
作
物

 
試
験
研
究
課
題

 
85

 
86

 
87

88
89

90
91

92
93

成
 
果

 

品
種
選
定

 
●

 
 

●
●

●
●

●
●

●

19
87

年
に

B
R

-4
、

U
N

IA
O
、

IG
U

A
ZU

、
LA

N
C

ER
を
選
定
、

88
年
に
晩
生
系
の

U
N

IA
0、

B
R

-1
6、

中
生
系

の
B

R
-1

3
を
選

定
、

89
年
に

LC
M

-2
3、

C
M

-8
1-

16
1-

1
を
選
定
し
た
。

90
年
で
は

B
R

-1
3、

B
R

-1
4、

B
R

16
が

有
望
と
判
断
さ
れ
、

92
年
か
ら
は
大
豆
茎
か
い
よ
う
病
の
大
発
生
が
あ
っ
た
た
め
、
カ
ン
ク
ロ
抵
抗
性
を
示
さ
な

い
品
種
は
淘
汰
し
試
験
を
実
施
し
た
。

93
年
に

B
R

-3
0
を
中
生

系
の
有
望
品
種
と
し
て
選
定
し
た
。

 

特
性
調
査

 
●

 
 

●
●

●
●

●
●

●
既
導
入
品
種

10
0
種
を
供
試
し
熟
期
を
分
類
し
た
結
果
、
中
早
生
、
中
生
系
の
品
種
が
多
く
、
中
晩
生
系
の
品
種

が
少
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
供
試
品
種
の
保
存
と
種
子
増
殖
を
行
っ
た
。

 

害
虫
防
除

 
 

 
●

●
●

●
●

主
要

害
虫

で
の
発

生
時
期

を
把
握

す
る
た

め
に
予

察
灯
に

よ
り
成

虫
の
飛

来
時
期

等
を
調

査
し
た

。
大
豆

の
副

次

的
な

加
害

害
虫
を

捕
獲
し

て
標
本

を
作
成

し
、
英

国
の
国

際
昆
虫

学
研
究

所
に
同

定
分
類

を
依
頼

し
た
。

ま
た

、

他
畑
作
物
の
加
害
虫
６
種
に
つ
い
て
も
同
様
に
同
定
を
依
頼
し
た
。

 

病
害
防
除

 
 

 
●

●
●

●
19

92
年
か
ら
発
生
が
確
認
さ
れ
た
大
豆
茎
か
い
よ
う
病
の
薬
剤
防
除
試
験
を
実
施
。
種
子
消
毒
処
理
で
は

H
O

M
A

I
に
よ
る
粉
衣
の
効
果
が
高
か
っ
た
。
ま
た

B
R

-1
6
に
抵
抗
性
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

 

前
作
鋤
込
み

 
●

 
●

 
●

●
●

●
●

●
前

作
物
の

収
穫
物

残
渣
の

還
元
は

無
処
理

区
に
比

べ
て
明

ら
か
に

勝
り
、

鋤
込
み

量
の
増

加
は
収

量
の
増

加
に

影

響
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

 

大
豆

 

雑
草
防
除

 
●

 
 

●
●

●

要
防
除
雑
草
と
し
て
の

LE
C

H
ET

R
ES

、
LE

C
H

ER
IT

A
、

IP
O

M
O

EA
、

D
IG

IT
A

R
IA

が
挙
げ
ら
れ

た
。
ま
た
、

播
種
直
後
の
土
壌
処
理
で
は
、

SC
EP

TE
R
、

S-
53

48
2、

PR
EM

EL
IN

の
効
果
が
高

か
っ
た
。
イ
ネ
科
雑
草
に
は

N
A

B
U
の
効
果
が
高
か
っ
た
。

 

品
種
選
定

 
●

 
●

 
●

●
●

●
●

●
●

19
87

年
に

C
-8

43
8、

C
-8

43
9、

IT
A

PU
A

-3
0
を

普
及
用
テ
ス
ト
品
種
と
し
て
種
子
増
殖
に
回
し
た
。

88
年
で
は

C
O

R
D

IL
LE

R
A

-3
と

C
-8

43
9が

有
望
品
種
と
思
わ
れ
、
89

年
に
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
の
導
入
品
種
の

C
A

ET
E、

C
-8

43
9

を
当
地
の
適
応
品
種
と
し
て
選
定
し
た
。

90
年
か
ら
は
、

C
O

R
D

IL
LE

R
A

-3
を
標
準
品
種
と
し
て
試
験
を
実
施

し
、

93
年
の
時
点
で
標
準
品
種
よ
り
多
収
だ
っ
た
の
は

16
系
統

と
な
っ
て
い
る
。

 

特
性
調
査

 
●

 
 

●
●

不
耕

起
栽

培
下
に

お
け
る

小
麦
品

種
の
生

体
反
応

を
調
査

を
実
施

、
慣
行

栽
培
で

用
い
て

き
た
品

種
を
不

耕
起

栽

培
に
供
し
て
も
問
題
な
い
こ
と
が
判
明
し

た
。

 

小
麦

 

播
種
期

 
 

 
●

●
●

４
月

下
旬

か
ら
５

月
中
旬

ま
で
の

播
種
で

、
収
量

的
に
は

有
利
で

あ
る
と

推
定
さ

れ
た
。

ま
た
、

５
月
中

旬
ま

で

の
播
種
が
後
作
の
大
豆
播
種
作
業
に
支
障
を
来
さ
な
い
と
推
定
さ
れ
た
。
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実
施
年
度

 
作
物

 
試
験
研
究
課
題

 
85

 
86

 
87

88
89

90
91

92
93

成
 
果

 

病
虫
害
防
除

 
 

 
●

●
●

●
●

●
●

主
要

病
害

で
あ

る
黄

斑
病

、
斑

点
病

、
赤

カ
ビ

病
、

い
も

ち
病

に
対

す
る

各
種

薬
剤

の
防

除
試

験
を

行
っ

た
。

FO
LI

C
U

R
、

TI
LT

、
SU

M
I8

の
効
果
が
高
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

 

前
作
鋤
込
み

 
●

 
●

 
●

●
●

●
●

●
●

大
豆

残
茎

の
鋤
込

み
は
、

単
年
度

別
に
は

収
量
に

良
い
影

響
を
出

し
て
い

る
が
、

８
年
間

の
試
験

の
結
果

を
総

括

す
る
と
小
麦
の
収
量
に
あ
ま
り
大
き
な
効
果
を
与
え
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

 
小
麦

 

雑
草
防
除

 
 

 
●

●
●

冬
期

間
の

雑
草
生

態
調
査

の
結
果

、
主
要

雑
草
は

カ
ラ
ス

ム
ギ
、

ソ
バ
カ

ズ
ラ
、

キ
ク
科

雑
草
で

あ
る
こ

と
が

判

明
し
た
。

 

ビ
ー
ル
麦

 
 

 
●

●
●

品
種

導
入

試
験
結

果
、
気

象
条
件

さ
え
安

定
し
て

い
れ
ば

小
麦
と

同
じ
機

械
化
栽

培
が
可

能
で
あ

る
こ
と

が
判

明

し
た
。
標
準
栽
培
と
し
て
は
、
５
月
中
～
下
旬
播
種
、
播
種
量

90
㎏

/h
a、

条
間

20
～

30
cm

で
、
収
穫
は
９
月
下

旬
～

10
月
上
旬
で
あ
る
。

 

亜
麻

 
 

 
●

●
小

麦
に
代

わ
る
冬

作
物
と

し
て
、

播
種
期

及
び
収

量
調
査

を
実
施

し
た
が

、
成
熟

期
の
判

定
が
難

し
く
、

収
量

が

低
い
た
め
大
豆
と
の
輪
作
体
系
に
組
み
込
む
こ
と
は
難
し
い
と
思
わ
れ
た
。

 
そ
の
他
畑
作

物

菜
種

 
 

 
●

●
小
麦
に
代
わ
る
冬
作
物
と
し
て
菜
種
の
導
入
試
験
を
実
施
。

W
ES

TE
R
種
は
、
生
育
良
好
で
熟
期
が
均
一
な
た
め

有
望
と
思
わ
れ
た
。

 

土
壌

生
息

小
動

物
類
調
査

 
 

 
●

●
不

耕
起
栽

培
土
壌

及
び
輪

作
圃
場

に
お
け

る
土
壌

生
息
小

動
物
類

調
査
を

実
施
。

ト
ビ
ム

シ
目
、

貧
毛
目

、
ク

モ

目
等
の
土
壌
小
動
物
類
は
慣
行
農
法
圃
よ
り
多
い
傾
向
に
あ
っ
た
。

 

病
害
発
生
調
査

 
 

 
●

●
小
麦
の
主
要
病
害
で
あ
る
斑
点
病
、
黄
斑
病
等
に
つ
い
て
発
生
調
査
を
実
施
し
た
。

 
不
耕
起
土

壌
 

土
壌

変
化

と
作

物
生
育
反
応

 
 

 
●

●

根
系
の
分
布
は
、
不
耕
起
栽
培
に
お
い
て
も
不
耕
起
層
で
あ
る
５
～

20
cm

層
に
小

麦
の
根
が
伸
張
す
る
こ
と
が
確

認
さ

れ
た

。
ま
た

、
作
物

残
渣
に

つ
い
て

は
、
麦

悍
の
還

元
で
有

機
物
の

土
壌
表

面
に
蓄

積
し
て

い
く
傾

向
が

う

か
が
わ
れ
た
。

 

土
壌
調
査

 
土
壌
特
性
等

 
●

 
●

 
●

●
●

イ
グ

ア
ス

入
植
地

に
お
け

る
土
壌

分
布
を

明
ら
か

に
し
、

表
層
と

下
層
の

土
壌
の

物
理
性

を
調
査

し
た
。

ま
た

、

造
成
草
地
土
壌
の
調
査
を
実
施
し
た
。

 

冬
期
作
物

 
 

 
●

●
●

小
麦

、
燕

麦
、
イ

タ
リ
ア

ン
ラ
イ

グ
ラ
ス

、
コ
モ

ン
ベ
ッ

チ
を
供

試
、
バ

イ
オ
マ

ス
生
産

量
で
は

小
麦
が

最
も

高

か
っ
た
。
飼
料
作
物
を
畜
産
に
利
用
す
る
場
合
は
、
単
播
よ
り
混
播
の
方
が
収
量
が
高
い
傾
向
を
示
し
た
。

 
輪
作
体
系

 
作
付
体
系

 
 

 
●

現
行

の
大

豆
小
麦

の
作
付

け
体
系

よ
り
、

冬
期
に

緑
肥
作

物
を
栽

培
し
た

方
が
、

大
豆
収

量
に
良

好
な
影

響
を

及

ぼ
す
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
飼
料
作
物
は
混
播
の
方
が
収
量
が
高
か
っ
た
。

 
 



－ 90 － 

 
実
施
年
度

 
作
物

 
試
験
研
究
課
題

 
85

 
86

 
87

88
89

90
91

92
93

成
 
果

 

斑
点

細
菌

病
耐

病
性
品
種
育
成

 
 

 
●

●
●

●
●

●

19
88

年
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
大

学
及
び
ボ
ツ
カ
ツ
農
科
大
学
と
の
共
同
に
よ
り
試
験
を
実
施
。

90
年
に

は
９
品
種
の
母
本
か
ら
交
配
し

29
系
統
（
組
み
合
わ
せ
）
を
得
た
。

93
年
に
は
４
組
合
せ
の
７
系
統
を
選
抜

し

た
。

 
冬

期
ハ

ウ
ス

栽

培
 

 
 

●
●

２
年

間
に

わ
た
る

冬
作
ハ

ウ
ス
栽

培
試
験

の
結
果

、
イ
グ

ア
ス
地

域
に
お

け
る
冬

期
の
無

加
温
で

の
ハ
ウ

ス
ト

マ

ト
栽
培
は
技
術
的
に
も
経
済
的
に
も
可
能

で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
。

 

栽
培
技
術

 
 

 
●

●
適
正
栽
植
密
度
、
仕
立
て
法
の
検
討
を
実

施
し
た
。

 

害
虫
防
除

 
 

 
●

●
●

●
●

主
要
害
虫
で
あ
る
ト
マ
ト
ガ
の
発
生
消
長

の
調
査
、
薬
剤
防
除
試
験
を
実
施
し
た
。
殺
虫
剤
で
は

V
ER

TI
M

EC
、

C
O

N
SU

LT
等
の

効
果
が
確
認
さ
れ
た
。

 

ト
マ
ト

 

病
害
防
除

 
●

 
 

●
●

●
●

●

雨
よ

け
に

よ
る
ト

マ
ト
斑

点
細
菌

病
防
除

試
験
、

弱
毒
ウ

イ
ル
ス

に
よ
る

モ
ザ
イ

ク
病
の

防
除
試

験
、
殺

菌
剤

に

よ
る

ト
マ

ト
斑
点

細
菌
病

の
予
防

試
験
、

ト
マ
ト

斑
点
細

菌
病
の

抵
抗
性

品
種
選

抜
に
お

い
て
発

病
度
の

調
査

を

実
施
し
た
。

 

品
種
育
成

 
 

 
●

●
●

R
-4

5
と

EA
R

LS
春
系
の
組
み

合
せ
か
ら
、
一
代
交
配
種
を
作
成
し
た
。
こ
れ
を
主
要
品
種
サ
ン
ラ
イ
ズ
と
比
較

し
た
結
果
、
収
量
的
に
は
同
程
度
の
も
の
と
見
な
さ
れ
た
が
、
形
状
の
ば
ら
つ
き
が
課
題
で
あ
っ
た
。

 
メ
ロ
ン

 
品
種
選
定

 
●

 
 

●
●

●
病

害
抵
抗

性
、
多

収
、
高

品
質
メ

ロ
ン
品

種
を
選

定
す
る

た
め
、

日
本
又

は
他
国

よ
り
品

種
を
導

入
し
既

導
入

品

種
サ
ン
ラ
イ
ズ
を
対
照
品
種
と
し
て
試
験

を
実
施
し
た
。

 

冬
期
野
菜

 
 

●
 
●

●
●

●
●

●
●

ニ
ン

ニ
ク

、
ニ
ン

ジ
ン
、

キ
ャ
ベ

ツ
、
カ

リ
フ
ラ

ワ
ー
、

ブ
ロ
ッ

コ
リ
、

ハ
ク
サ

イ
、
ダ

イ
コ
ン

の
播
種

試
験

、

採
種
試
験
等
を
実
施
し
た
。
タ
マ
ネ
ギ
で
は
、
播
種
期
、
セ
ッ
ト
栽
培
、
夏
播
種
作
型
、
採
種
試
験
を
実
施
し

た
。

 
そ
の
他
野

菜
 

夏
期
野
菜

 
 

 
●

●
●

キ
ャ

ベ
ツ

、
フ
ダ

ン
ソ
ウ

、
レ
タ

ス
の
品

種
比
較

、
播
種

期
試
験

を
実
施

、
キ
ャ

ベ
ツ
で

は
夏
期

の
栽
培

が
可

能

で
あ
っ
た
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
で
は
種
子
イ
モ
増
殖
に
関
す
る
検
討
を
行
っ
た
。

 

牧
草
品
種
選
定

 
●

 
●

 
●

●
●

●
●

イ
ネ

科
と

マ
メ
科

の
牧
草

の
混
播

試
験
を

実
施
し

、
各
草

種
に
よ

る
組
み

合
わ
せ

を
検
討

し
た
。

エ
レ
フ

ァ
ン

ト

グ
ラ
ス

13
系
統

を
供
試
、
収
量
で
は
、

TA
IW

A
N

-1
44

が
最
も
高

く
、
今
後
有
望
と
思
わ
れ
た
。

 

冬
期
作
物

 
 

 
●

●
●

冬
期
用
の
飼
料
作
物
と
し
て
、
燕
麦
、
ラ
イ
小
麦
、
イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
を
供
試
、
燕
麦
で
は

C
A

83
28
、

84
77

と
83

59
、
ラ
イ
麦
で
は

C
T8

52
78

が
当
地
に
適
応
す
る
有
望
系
統
で
あ
っ
た
。

 
畜
産

 

牛
品
種
選
定

 
 

 
●

●
●

●

集
約
的
な
飼
養
管
理
下
で
の
サ
ン
タ
・
ヘ
ル
ト
・
ル
ー
デ
ス
種
（

SG
）
と
ブ
ラ

ー
マ
ン
種
（

B
R
）
の
増
体
量
を
比

較
し
た
結
果
、

24
カ
月
齢
ま
で
の
１
日
の

増
体
量
は
ブ
ラ
ー
マ
ン
種
の
方
が
上
回
っ
た
。
ま
た
、

SG
及
び

SG
と

ネ
ロ
ー
ネ
種
の
一
代
雑
種
（

SG
/N
）
の
増

大
量
を
比
較
し
た
結
果
、
雌
で
は

SG
/N

が
上
回
っ
た
。
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実
施
年
度

 
作
物

 
試
験
研
究
課
題

 
85

 
86

 
87

88
89

90
91

92
93

成
 
果

 

牧
野
更
新

 
 

 
●

●
イ

グ
ア
ス

肉
牛
部

会
と
の

共
同
試

験
と
し

、
農
家

圃
場
で

実
施
。

荒
廃
造

成
草
地

の
低
コ

ス
ト
更

新
技
術

と
し

て

施
肥
に
よ
る
試
験
を
実
施
。

 

不
耕

起
栽

培
に

よ
る
牧
野
更
新

 
 

 
●

荒
廃

草
地

の
更
新

に
大
豆

不
耕
起

栽
培
を

取
り
入

れ
た
、

牧
野
畑

地
の
輪

換
の
試

験
を
開

始
し
た

。
荒
廃

草
地

で

の
不
耕
起
大
豆
栽
培
に
よ
り
、
牧
野
更
新
コ
ス
ト
の
回
収
は
可
能
と
思
わ
れ
た
。

 

飼
料
用
作
物

 
 

 
●

飼
料
用
の
ソ
ル
ゴ
ー

13
品
種
の
地
域
適
応
性
試
験
を
実
施
。

 

乾
草
調
製

 
 

 
●

●

コ
ロ
ニ
ア
ル
草
で
良
質
の
乾
草
調
製
が
で
き
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

12
月
～
３
月
の
間
に
３
番
草
ま
で
の
利
用
が

可
能

で
あ

る
。
ま

た
、
パ

ー
ル
ミ

レ
ッ
ト

で
も
乾

燥
速
度

は
コ
ロ

ニ
ア
に

は
劣
る

が
良
質

の
乾
草

が
調
製

で
き

る

こ
と
を
確
認
し
た
。

 

畜
産

 

飼
養

・
衛

生
管

理
 

 
●

 
●

●
●

主
要

内
部

寄
生
虫

駆
除
剤

の
効
果

を
牛
増

体
重
に

お
い
て

調
査
し

た
。
品

種
改
良

や
産
仔

増
産
の

た
め
、

人
工

授

精
技
術
を
導
入
す
る
た
め
の
受
精
適
期
の

検
討
、
発
情
同
期
化
法
の
導
入
を
実
施
し
た
。

 

病
虫
害
防
除

 
 

 
●

マ
ン
ゴ
ー
、
ス
モ
モ
、
の
病
虫
害
診
断
を
イ
グ
ア
ス
果
樹
栽
培
農
家
で
実
施
し
た
。

 
果
樹

 
マ

カ
デ

ミ
ア

ナ

ッ
ツ

 
 

 
●

優
良

母
樹

を
選
定

す
る
た

め
、
ア

マ
ン
バ

イ
、
カ

ー
ク
ペ

、
オ
ビ

エ
ド
、

イ
グ
ア

ス
、
ピ

ラ
ー
ル

、
ピ
ラ

ポ
地

区

等
に
お
い
て
調
査
を
行
っ
た
。
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７． アルトパラナ分場の試験研究実績（1962 年～1984 年）

 
実
施
年
度

 
作
物

 
試
験
研
究
課
題

 
62

 
63

 
64

65
66

67
68

69
70

71
72

73
74

75
76

 
成
 
果

 

品
種
選
定

 
 

 
●

●
●

●
 

H
A

M
PT

O
N

を
対
照
品
種
と
し
て
試
験
を
実
施
、

PA
R

A
N

A
種

に
３
粒
莢
が
多
く

34
～

40
%
の
占
有
率
が
見
ら
れ
た
。

 

特
性
調
査

 
 

●
 

●
●

●
●

●
●

 

既
導
入
８
品

種
、
伯
国
導
入
５
品
種
に
よ
る
播
種
期
別
栽
培
試
験
に
よ
り
各
品
種
の

播
種
期
別
の

開
花
迄
日
数
、
開
花
期
間
等
の
品
種
特
性
を
確
認
し
、

D
av

is
種
を
早

生
種

、
そ

の
他

を
中

晩
生

種
に

区
分

。
Pe

lic
an

o、
IA

C
-Ⅱ

、
IA

C
-Ⅰ

に
つ

い
て

は

草
丈
が
高
い
の
で
機
械
栽
培
に
適
し
て
い
る
も
の
と
推
察
さ
れ
た
。

 

播
種
期

 
 

 
●

●
●

●
 

B
ie

nv
ill

a
を
対
象
品
種
と
し
て
播
種
期
試
験
を
実
施
、
播
種
期
に
関
し
て
は
１
月
上

旬
ま
で
の
播

種
が
限
界
で
あ
る
こ
と
が
判
明
、
早
生
系
で

10
月
中
旬
～
下
旬
、
中

生
系
で

10
月
下

旬
～

11
月
上
旬

、
晩
生
系
で

11
上
旬
か
ら

12
月

上
旬
が
適
期
と

推
定
さ
れ
た
。

 

栽
植
密
度

 
 

 
●

 
疎
種
の
方
が
収
量
的
に
有
利
と
考
え
ら
れ
た
が
、
単
位
面
積
当
た
り
の
収
量
で
は
密

植
区
が
高
い
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

 

大
豆

 

肥
料

 
 

 
●

 
リ

ン
酸

肥
料

の
効

果
試

験
を

実
施

し
た

が
処

理
区

間
に

有
意

差
は

な
く

肥
効

は
確

認
で
き
な
か
っ
た
。

 

品
種
選
定

 
 

 
●

●
●

●
●

小
麦

は
大

豆
の

裏
作

と
し

て
数

年
よ

り
栽

培
さ

れ
て

い
る

が
作

柄
が

不
安

定
で

あ

る
た
め
、

22
品
種
を
供
試
し
、
５
月
、
６
月
の
２
播
種
期
に
よ
り
試
験
を
実
施
。
播

種
期

で
は

６
月

播
種

で
霜

害
を

回
避

し
、

品
種

で
は

78
/6

8、
42

/6
5、

35
94

、

PE
N

JA
M

O
/6

2、
IT

A
PU

A
-1

が
安

定
し

た
収

量
を

上
げ

た
。

19
75

年
に

は
、

IT
A

PU
A

-1
を
対
照
標
準
品
種
と
し
て

5
品
種
を
供
試
し
試
験
を
実
施
、
赤
サ
ビ
病

耐
病
性
品
種
で
あ
る

35
94

を
奨

励
品
種
と
し
て
選
抜
し
た
。

 

小
麦

 

病
害
防
除

 
 

 
●

 
赤
サ
ビ
病
に
対
し
て
、
殺
菌
剤
の

B
AY

LE
TO

N
、

TO
PS

IN
＋

D
IT

H
A

N
E-

M
45

、

B
EN

LA
TE

＋
D

IT
H

A
N

E-
M

45
に
効
果
が
見
ら
れ
た
。

 

ゴ
マ

 
 

 
●

●
●

●
●

19
品
種
に
よ

る
播
種
期
試
験
を
実
施
、
後
作
と
の
関
係
か
ら
９
月
前
播
種
の
作
型
が

必
要
で
あ
る
。
本
作
物
は
い
っ
せ
い
に
熟
期
を
迎
え
な
い
た
め
の
収
穫
期
の
判
定
が

難
し
い
。

 
畑
作
物

 

ナ
タ
ネ

 
 

 
●

●
●

米
国
か
ら
の
導
入
６
品
種
及
び
在
来
種
を
供
試
し
、
次
年
度
の
供
試
試
験
材
料
と
し

て
の
生
育
の
良
好
で
あ
っ
た

N
ap

w
s系

の
品
種

を
選
抜
し
た
。
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実
施
年
度

 
作
物

 
試
験
研
究
課
題

 
62

 
63

 
64

65
66

67
68

69
70

71
72

73
74

75
76

 
成
 
果

 

ヒ
マ
ワ
リ

 
 

 
●

●
●

播
種
期
別
試
験
を
実
施
し
た
が
、
各
品
種
と
も
収
穫
期
が
遅
く
大
豆
前
作
物
と
し
て

は
不
向
き
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
も
し
、
大
豆
前
作
と
す
る
た
め
に
は
６
月
中

旬
ま
で
の
播
種
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

 

ホ
ー

キ
モ

ロ
コ

シ
 

 
 

●
●

日
本
種
及
び
北
米
種
を
供
試
し
、
８
月
、
９
月
の
２
播
種
期
に
よ
り
栽
培
し
た
が
、

日
本
種
は
収
量
が
低
く
、
北
米
種
は
穂
の
品
質
が
ホ
ー
キ
に
適
さ
な
い
こ
と
が
判
明

し
た
。

 

ケ
ナ
フ

 
●

 
●

 
●

●
北
米
種
及
び
ハ
イ
チ
種
を
供
試
し
、
品
種
比
較
試
験
を
実
施
し
た
。

 

ラ
ミ
ー

 
●

 
●

 
●

●
東
織
１
号
と
東
織
２
号
を
供
試
し
品
種
比
較
試
験
を
実
施
し
た
。

 

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

 
 

●
 

●

パ
ラ
グ
ア
イ
国
奨
励
品
種
、
在
来
デ
ン
ト
コ
ー
ン
及
び
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
品
種
の
播
種

期
別

の
比

較
試

験
を

実
施

、
開

花
期

の
乾

燥
に

よ
り

生
育

不
良

で
あ

っ
た

た
め

C
ar

gi
ll
種
の
み
収
穫
と
な
っ
た
。

 

亜
麻

 
 

 
●

●
●

●
 

７
月
上
旬
迄
の
播
種
で
あ
れ
ば
大
豆
前
作
物
と
し
て
作
付
け
可
能
で
あ
る
が
、
収
量

が
低
い
こ
と
が
問
題
で
あ
り
、
収
穫
の
機
械
化
に
つ
い
て
も
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

品
種
で
は
大
豆
間
作
と
し
て
可
能
性
の
あ
る
生
育
日
数
の
短
い

B
ue

no
sA

ire
s
種
が

有
望
と
思
わ
れ
る
。

 

水
稲

 
 

 
●

●
●

●
●

日
本
か
ら
の
導
入

16
品
種
と
移
住
地
の
主
力
品
種
こ
う
ご
の
生
産
力
比
較
検
定
、

収
量
で
は
し
も
つ
き
、
し
ら
ぬ
い
、
ず
い
ほ
う
、
た
ち
か
ら
、

N
18

が
有
望
と
推
察

さ
れ
た
。

 

綿
害
虫
防
除

 
 

 
●

本
害
虫
の
防
除
と
し
て
は
、
農
薬
防
除
で
は
高
濃
度
に
よ
る
散
布
が
必
要
で
あ
り
、

非
効
率
的
で
あ
る
た
め
、
棉
ガ
ラ
の
焼
却
、
連
作
の
回
避
、
初
期
農
薬
防
除
が
有
効

的
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
た
。

 

棉
品
種
選
定

 
 

 
●

農
牧
省
の
依
頼
に
よ
り
農
牧
省
推
奨
品
種
と
４
品
種
の
収
量
の
比
較
を
実
施
、
最
高

収
量
は

D
IX

IE
 K

IN
G
Ⅱ
、
最
低

は
B

TK
12

で
あ

っ
た
が
栽
植
距
離
、
施
肥
法
を
変

え
る
こ
と
に
よ
り
増
収
が
望
め
る
も
の
と
推
察
さ
れ
た
。

 

畑
作
物

 

落
花
生

 
 

 
●

●
●

ア
ル

ゼ
ン

チ
ン

国
農

牧
技

術
院

よ
り

９
品

種
を

導
入

し
、

予
備

試
験

を
実

施
し

た

が
、
在
来
種
に
比
べ
低
収
量
で
あ
り
、
黒
渋
病
の
被
害
が
多
か
っ
た
。

 

油
桐

 
●

 
●

 
●

発
芽
試
験
、
播
種
期
の
検
討
を
実
施
、
適
播
種
期
は
８
月
中
旬
～
９
月
上
旬
と
思
わ

れ
た
。

 
永
年
作
物

 
台
湾
桐

 
 

 
●

品
質
調
査
の
結
果
、
当
地
生
産
物
の
市
場
性
が
確
認
さ
れ
た
。
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実
施
年
度

 
作
物

 
試
験
研
究
課
題

 
77

 
78

 
79

80
81

82
83

84
成
 
果

 

特
性
調
査

 
●

 
●

 
●

●
●

●
●

●

各
品
種
の
生
育

日
数
、
開
花
迄

日
数
を
把
握
し

、
適
正
播
種
期

を
検
討
、
既
導

入
品
種
の
生
育

日
数
に
よ
る
早

晩
生
の

熟
期
分
類
を
実

施
。
開
花
迄
日

数
が
短
縮
す
る

と
結
実
日
数
が

遅
延
し
、
開
花

迄
日
数
が
遅
延

す
る
と
結
実
日

数
が
短

縮
し
て
青
立
ち
症
状
を
呈
さ
な
い
限
り
生
育
日
数
が
一
定
に
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

PI
R

A
PO

-7
8
の
早
播
き
適
応
性

が
高
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

 
 

品
種
選
定

 
●

 
●

 
●

●
●

●
●

●

19
77

年
に
豆
腐
用
品
種
と
し
て

C
TS

-1
15

、
A

LA
ZA

TU
B

A
、
非

機
械
用
品
種
と
し
て

H
O

O
D

及
び

PE
LO

R
E
を

選

定
し

た
。

78
年

に
は

ネ
コ

ブ
セ

ン
チ

ュ
ウ

抵
抗

性
品

種
の

選
定

を
手

が
け

、
84

年
に

は
標

準
播

種
用

品
種

と
し

て

B
R

-4
,U

N
IA

O
を
選
定
し
た
。
ま
た
、

PA
R

A
N

A
種
の
異
形
種
か
ら
選
抜
を
繰
り
返
し
、
新
品
種

PI
R

A
PO

-7
8
を
育

成
し
た
。

 

裁
植
密
度

 
●

 
●

 
●

●
●

●
●

●

基
準
の
株
間
５

cm
か
ら
広
く
な

る
に
つ
れ
、
収
量
が
低
下
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
特
に

20
cm

以
上
で
は
、
供
試
各

品
種
と
も
大
幅

な
増
収
が
見
ら

れ
た
。
株
間
と

畝
間
の
均
等
栽

植
様
式
に
よ
り

分
枝
節
数
と
分

枝
莢
数
の
増
加

す
る
傾

向
が
見
ら
れ
た
。

 

耕
耘
法

 
 

 
●

●
●

●
●

５
年
間
の
試
験

結
果
か
ら
、
収

量
は
年
変
動
が

大
き
か
っ
た
が

、
慣
行
の
耕
起

栽
培
と
不
耕
起

栽
培
間
の
収
量

的
な
差

は
な
か
っ
た
。

今
後
、
不
耕
起

栽
培
で
は
雑
草

防
除
が
重
要
な

課
題
で
あ
り
、

除
草
剤
に
よ
る

コ
ン
ト
ロ
ー
ル

の
改
善

が
必
要
と
さ
れ
る
。

 

施
肥

 
●

 
 

●
●

●
●

リ
ン
酸
肥
効
は

認
め
ら
れ
た
が

、
リ
ン
酸
の
用

量
別
肥
効
は
ほ

と
ん
ど
認
め
ら

れ
な
か
っ
た
。

ま
た
、
窒
素
、

カ
リ
に

つ
い
て
も
効
果
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

 

病
害
虫
防
除

 
 

●
 
●

●
●

●
●

●
チ
ャ
ノ
ホ
コ
リ
ダ
ニ
に
対
す
る
各
種
殺
虫
剤
の
防
除
効
果
を
検
定
し
、

TH
IO

D
A

N
に
よ
る
高
温
時
の
散
布
が
最
も
効

果
的
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
青
虫
類
に
対
す
る
各
種
殺
虫
剤
の
効
果
試
験
を
実
施
し
た
。

 

大
豆

 

雑
草
防
除

 
 

●
 

雑
草
別
の
効
果
と
適
正
散
布
量
を
検
定
し
た
。

 

特
性
調
査

 
●

 
●

 
●

●
●

●
●

●
播
種
期
の
移
動

に
よ
る
生
育
相

と
品
種
間
の
差

異
に
つ
い
て
、

４
月
か
ら
６
月

ま
で
の
８
播
種

期
を
設
定
し
調

査
を
行

っ
た
。
凍
霜
害
に
つ
い
て
は
、
出
穂
後

10
日
～

30
日
、
出
穂
時
～
出
穂
後
が
危
険
な
ス
テ
ー
ジ
と
推
定
さ
れ
た
。

 

品
種
選
定

 
●

 
●

 
●

●
●

●
●

●
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
種
と
の
比
較
試
験
、
ウ
ド
ン
コ
病
及
び
赤
サ
ビ
病
抵
抗
性
品
種
の
選
定
試
験
等
を
実
施
、

A
N

A
H

U
A

C
、

H
O

R
K
、

A
LO

N
D

R
A

46
、

C
O

C
O

R
A

G
U

E、
JA

N
D

A
IA

、
A

LO
N

D
R

A
45

46
を

選
定
し
た
。

 
小
麦

 

栽
培
技
術

 
●

 
●

 
●

●
●

●
●

●
降
霜
の
危
険
を
避
け
る
た
め
の
適
播
種
期
は
、
３
月

20
日
迄
で

あ
る
と
推
定
さ
れ
た
。
病
害
で
は
、
高
温
に
よ
る
斑
点

病
の
発
生
が
憂
慮
さ
れ
る
が
、
赤
サ
ビ
病
と
ウ
ド
ン
コ
病
に
は
問
題
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
た
。

 
 



－ 99 － 

 
実
施
年
度

 
作
物

 
試
験
研
究
課
題

 
62

 
63

 
64

65
66

67
68

69
70

71
72

73
74

75
76

 
成
 
果

 

桑
病
害
防
除

 
 

 
●

フ
サ
リ
ュ
ウ
ム
に
よ
る
茎
割
れ
症
状
と
思
わ
れ
る
病
害
の
発
生
を
確
認
し
た
。

 

桑
品
種
選
定

 
 

 
●

●
●

●
●

日
本
か
ら
の
導
入
品
種
（
市
ノ
瀬
、
改
良
鼠
返
し
）
が
ブ
ラ
ジ
ル
国
種
に
よ
り
収
葉

量
で
優
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
、
丸
葉
種
の
方
が
切
葉
種
よ
り
収
葉
量
が
多
い
こ
と

を
確
認
し
た
。

 
養
蚕

 

蚕
飼
育

 
 

 
●

●
●

●
●

ブ
ラ
ジ
ル
国
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
よ
り
導
入
し
た
品
種
の
飼
育
、
２
年
生
桑
の
収
葉
量
試

験
、
給
桑
１
日
２
回
に
よ
る
蚕
飼
育
試
験
を
実
施
し
た
。

 

豚
人
工
受
精

 
 

 
●

人
工
授
精
普
及
率

14
.1

4％
、
受
胎
率

53
.1
％
で
あ
り
、
今
後
の
目
標
と
し
て
受
胎

率
60
％
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
。
不
妊
の
原
因
と
し
て
は
大
型
豚
畜
（
ラ
ン
ド
レ
ー

ス
、
デ
ュ
ロ
ッ
ク
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
）
の
飼
養
知
識
の
不
足
、
発
情
の
発
見
の
遅
れ
、

脂
肪
過
多
等
が
考
え
ら
れ
る
。

 
畜
産

 

豚
の

F1
肥

育

試
験

 
 

 
●

デ
ュ
ロ
ッ
ク
種
と
ラ
ン
ド
レ
ー
ス
種
間
の

F1
、
７

頭
の
群
飼
に
よ
る
肥
育
試
験
を
実

施
。
粉
砕

飼
料

給
餌
に
よ
り

飼
料
要
求
率

3.
5～

４
の
実
現
、

自
給
用
マ
ン
デ

ィ
オ

カ
利

用
に

よ
り

生
体

重
１

㎏
増

体
に

要
す

る
飼

料
代

の
低

減
化

が
必

要
で

あ
る

こ

と
が
判
明
。
肉
質
は
フ
ィ
ー
ル
ド
肥
育
に
よ
る
脂
肪
層
の
薄
い
ミ
ー
ト
タ
イ
プ
豚
の

生
産
を
実
現
し
た
。
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実
施
年
度

 
作
物

 
試
験
研
究
課
題

 
77

 
78

 
79

80
81

82
83

84
成
 
果

 

施
肥
 

 
 

●
●

●
●

窒
素
及
び
カ
リ
の
施
肥
試
験
を
実
施
。
カ
リ
で
は

90
㎏

/h
a
施
肥
で
子
実
量
と
全
乾
物
量
の
増
大
を
見
た
が
、
有
意
差

は
な
い
た
め
、

カ
リ
、
そ
し
て

窒
素
に
つ
い
て

も
施
肥
の
必
要

性
は
な
い
と
推

定
さ
れ
た
。
リ

ン
酸
の
施
用
に

よ
り
一

部
品
種
に
つ
い
て
は
増
収
す
る
傾
向
が
見
え
、
生
育
日
数
は
遅
延
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

 

栽
植
密
度
 

 
 

●
供
試
品
種

A
LO

N
D

R
A

46
で
は
、
畦
巾
が
狭
く
、
播
種
粒
数
が
少
な
い
方
が
子
実
重
は
高
く
な
る
傾
向
を
示
し
た
。

 

耕
耘
法
 

 
 

●
●

●
●

●
４
年
間
の
試
験

の
結
果
、
慣
行

の
耕
起
栽
培
で

は
、
均
一
な
播

種
が
行
え
る
こ

と
、
小
麦
発
芽

後
の
雑
草
の
繁

茂
率
が

低
く
な
る
こ
と
を
除
き
、
不
耕
起
栽
培
と
の
収
量
的
な
差
は
な
か
っ
た
。

 

病
虫
害
防
除
 

 
●

 
●

●
●

●
●

●
ウ
ド
ン
コ
病
及

び
赤
サ
ビ
病
に

対
す
る
殺
菌
剤

の
防
除
効
果
試

験
を
実
施
、
赤

サ
ビ
病
へ
の
薬

剤
散
布
間
隔
は

、
前
期

25
日
、
後
期

20
日
が
適
当
と
思
わ
れ
た
。
斑

点
病
で
は
、

Ti
lt、

M
ug

ib
on

に
効

果
は
見
ら
れ
た
。

 

小
麦

 

種
子
処
理
 

 
 

殺
菌
剤
の
種
子
処
理
で
は
、

0.
4％

の
濃
度
で
発
芽
率
の
向
上
が
見
ら
れ
た
が
、
赤
サ
ビ
病
、
ウ
ド
ン
コ
病
に
対
す
る
防

除
効
果
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

 

そ
の
他
畑
作

物
紅
花
 

 
 

●
●

供
試

品
種

で
は

、
生

育
を

阻
害

す
る

要
因

が
な

く
、

小
麦

に
代

わ
る

冬
作

物
と

し
て

期
待

さ
れ

る
が

、
収

穫
期

が
10

月
下
旬
か
ら

11
月
上
旬
と
な
り
、
大
豆
の
作
付
に
影
響
を
与
え
る
た
め
、
小
麦
の
代
替
と
は
な
り
得
な
い
。
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日系移住者のアンケート調査結果 
 
１．居住地 

地  域 アスン 
シオン イグアス ピラポ ラパス チャべス

ラ・ 
コルメナ 

アマン 
バイ 

人数（20 人） 2 7 3 3 1 3 １ 

２．主な経営作目 

区  分 畑作（大豆・

小麦等） 畑作・畜産 畑作・果樹 野菜 果樹 

人数（20 人） 10 ３ ２ ３ 2 

３．CETAPAR とかかわった時期 

時  期 1965 年代～ 1970 年代～ 1980 年代～ 1990 年代～ 2000 年代～ 無回答 

人 数 
（20 人） 1 5 4 5 １ 4 

４．CETAPAR とは具体的にどのようなことでかかわったか。 

区  分 人 数 
（20 人）         内  容 

研修・技術指導 11 不耕起栽培、小麦、果樹、大豆病害虫、野菜、リーダー養成

研究グループ 2 大豆、小麦、農牧輪換 
種牛の配布、草地改良 2 ブラーマン種等 
無回答 5  

（主な回答） 
・ 日本の肉牛との違いがあって、一年じゅう牧野に放している牛への対応はできなかったが、

南米の牛飼い方式の指導をしてもらった。 
・ コロニオン種の採種のことで相談に行ったが、対応が不親切であった。 
・ CETAPAR は、不耕起栽培の全国的普及、マカダミアナッツの普及、持続的農業において

興味深い農牧輪換の実施、リーダー等の人材育成等に大いにかかわった。 
・ グループ活動の中で農業の基礎を学ぶことができた。人と人のかかわり、付き合い方など、

グループにかかわって得たものは大きかったと感じる。 
・ CETAPAR から導入した種牛は他から購入したものに比べ非常に良く、いい牛を出産させ

ることができ飼育牛の改良につながった。 
・ アルトパラナ農場は、1980 年、大豆・小麦による営農体系の確立に伴い、移住地は大型機

械化農業に移行したが、農業生産者の生命である土壌が流失し被害が年々焦大となった。こ

の対策に憂慮している最中に CETAPAR が新しい栽培法として不耕起栽培の指導・普及をし

てくれたおかげで、土壌流失を大きく軽減するととともに生産経費の節減が可能となった。 
・ 1978 年に参加した研修会は自分にとって何もかも新しい経験であった。友人もでき関係が

広がり一生の想い出となった。またカンクロ病対策の一つ、抵抗性品種を選抜し確立した

Dr. Yorinori も偉大だが、迅速に対応した CETAPAR のスタッフに感謝している。そのおか

げで大被害を免れた。センチュウ対策もしかり。被害を最小限におさえることができた。 

８． アンケート調査結果
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・ CETAPAR の技師が自ら新しい技術を模策するのではなく、既にどこかで開発され、実践

されている技術を確認し情報として伝えることが多く、新鮮な情報が少なかった。「研究

成果の発表のみに重点が置かれているのではないか？」と思うことが多かった。 
・ 現在まで多くの専門家がさまざまな研究を行ってきたが、その研究成果が農家に発表され

ないのが残念である。 
・ 農業経営に対する考え方が 180゜変わった。CETAPAR が実施した先進地研修を通じて農業

に対する見方が大きく変わり、先進的な考えを自分の農業に活かすことができた。完全に

経営感覚が変わり、経営が改善し経済的にも向上し安定してきた。 
・ （メロンのマルチング栽培について）残念ながら、計画した結果が得られなかった。また、

この試験の最終結果を CETAPAR から受けられなかった｡ 
・ ラ・コルメナ農協の事業の一環で、CETAPAR の協力を得て組合員子弟の教育をし、果樹

部会を結成することができた。 
・ アマンバイにもこのような施設があれば……と思った。これから先の農業は機械化しなけ

ればと痛感した。 
 

５．現在の CETAPAR の活動内容について知っているか。その場合、その情報源は何か。 

区 分 人 数 
（20 人）           情 報 源 

知っている 13 営農通信、研究グループ、講習会、技術指導、試験研究発

表会、モニタリング 
知らない 1  
無回答 6  

 
６．現在、CETAPAR の情報や技術サービスをどの程度利用しているか。 

区 分 人 数 
（20 人） よく利用している情報・サービスと利用していない理由 

利用している 11 
大豆・小麦の品種選定、播種期試験結果、病害虫診断、土

壌診断、モニタリング情報、土壌保全、不耕起栽培、野菜

種子、果樹栽培、えいのう通信情報 

利用していない 3 非組合員だからサービス内容が分からない。農協技師と農

業関係民間会社の技師で対応可能。 
無回答 6  

 
７．現在及び今後の CETAPAR にどのようなことを期待するか。 

区 分 人 数 
（20 人）       期待する内容及び期待しない内容 

期待する 9 

円滑な運営、新規作物の開発、最新の技術研究センター、

業者と違った普及事業、新しい技術の導入、人材養成、小

農支援、最新の情報提供、技術問題への対応、認証検査の

実施、大豆品種の開発、組合員と地域に役立つ試験場、利

益を念頭にした試験場経営、野菜・果樹の指導 
期待しない 3 分担金（救出金）による移管であればいらない。非組合員

は対象外だから 
無回答又は不明   8  
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（主な回答） 
・ 日系農協中央会に移管された場合、JICA に対して日系農協中央会が必要な施設及び短期専

門家の要請をした場合には可能な限り協力して頂きたい。それが不可能な場合には運営自

体が長続きしないと思う。 
・ 複合経営のイグアス移住地が大豆栽培の成功で大豆作に一本化された状況だが、今になっ

て気候の不安定で農家が先行きを心配している。日系農協中央会として農家の発想から一

歩離れた視点で将来の道しるべを探してほしい。 
・ あまり期待していない。できれば新しい作物を開発してほしい。今後、山（森林）が少な

くなる分、降雨量は少なくなると思う。 
・ 多くの農家に CETAPAR を利用してほしい。最新技術研究センターであってほしい。移管

後も変わらず利用してほしい。 
・ CETAPARが研究活動と併行に普及活動をやってこられたのが地域にとっても役立ったし、

ありがたい存在でした。今後も業者と違った普及活動を期待しています。農協の営農指導

事業の発展に協力して頂きたいと希望しております。 
・ 農業技術の導入、普及とサービス、人材育成、小農支援等に期待する。 
・ 土壌、植物体診断は当然のこと、常に新しい情報を提供し、次々と起こり得る問題点の対

策を講じてほしい。試験研究、普及を継続してほしい。国（農牧省等）と連携をして認証

試験を行ったり、CETAPAR 鉻柄の大豆、小麦その他の種子販売も行ったりしながら、組

合員、地域のために役立つセンターになってほしい。移管後は日系農協中央会傘下の農協

に負担がかかるのは余儀なくされるので、一部は利益も念頭に入れた経営を行ってほしい。 
・ 移管は｢財産｣のみであるので、運営経費の移管がなされないならば、移管を受ける側の主

体性が求められる。無形の技術をどうやって売っていくか日系農協中央会の経営観念と努

力に期待する。分担金（拠出金）による移管であるならば CETAPAR はいらない。 
・ 中央会に移管されても従来どおり「えいのう通信」を発行されるのでしょうか。発行され

た場合は農協組合員対象となるのでしょうか。現在の CETAPAR の技術指導･新しい情報な

どについて農協対象に活動されているように思えます。期待したいところですが、日系農

協中央会に移管されると農協と組合員が優先となり、地域の発展にはつながらないのでは。

特に大きな期待はしていません（非組合員）。 
・ 土壌診断サービスを続けてほしい。土壌診断情報の提供を記録、各地域の結果を広く広報

するとともにそれぞれの診断記録をとり、継続的なサービスに努めてほしい（広域的な利

用）。各土壌に合った土壌保全管理技術の指導。 
・ 農業者に役立つ情報発信基地として。正しい農業をするための実践と知識を学べる場所と

して将来的には農業高校の設置、ゆくゆくは農業大学を視野に入れて農業後継者、農業指

導者の育成の場として。 
・ 大いに期待します。特に蔬菜、果樹栽培の方にも力を入れて指導をお願いします。 
・ 今後は今まで以上に利用するよう組合員に呼びかけ CETAPAR の情報を営農に役立てるよ

う期待する。 
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パラグアイ人小規模農家のアンケート調査結果 
 

１．居住地 

地  域 イタプア

県 
セントラル

県 
パラグアリ

県 
カアグアス

県 
コルディジ

ェラ県 
アルトパラ

ナ県 
人数（17 人） 1 6 2 3 2 3 

 
２．経営作目と地域の役割 
経営作目 人数（17 人） 
野菜 17 

 
地域の役割 コミティー代表 生産者 

人数（17 人） 6 11 

 
３．CETAPAR とかかわった時期 

時  期 1990 年代～ 2000 年代～ 
人数（17 人） 8 8 

（無回答 1 人） 
 
４．CETAPAR とは具体的にどのようなことでかかわったか。 

区  分 人 数 内  容 
研修・技術指導 17 トマト・メロンの栽培技術研修、野菜の栽培技術指導

 
５．CETAPAR とかかわる中で、どのように感じられたか（どのようなことを自分の農業にいか

すことができたか） 
区  分 意識の改革（知識欲の向上等） 栽培技術の改善・向上 
件  数 5 17 

 

（主な回答） 
・ 知識欲が沸き、生産する気が出た。お陰で大きく成長できたので感謝している。 
・ 生産技術と作物の扱い方の知識が向上した。 
・ 意識の改革。栽培の前の土壌準備、作物の病害虫と農薬、肥料、寒冷紗、石灰、種子の品

質、緑肥等使用することを覚えた。 
・ 新しい技術の導入：潅水システムと寒冷紗等の使用によって生産が向上した。 
・ 種子の自家生産(SUPER CETAPAR)、苗のポット育成、殺虫剤の使用と緑肥。 
・ 剪定、マルチング、緑肥の使用法、病害の処理、メロン・トマトの栽培法、種子選定、苗

のポット育成、ﾄレイ育成、その他。 
・ 生産システムの向上と全体技術。 
・ 生産技術と生産の向上、ならびに収穫期間の拡大。 
・ 私が実行できたのはトレイ育成と最新技術の知識を得たこと。 
・ 土壌の準備、潅水システムの設置、セルトレイでの苗の生産、寒冷紗の設置、メロンの芽

の剪定等を覚え実行している。 
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・ 初めは実行できないと思ったが、その後の指導のおかげで土壌の準備、潅水システムの設

置、寒冷紗、マルチング、溶液潅水(これはまだ指導が必要)を実行できるようになった。 

・ 意識の改革、技術の改善。 
・ トマト・メロンの栽培法がよくわかるようになり、農薬の使用方法も覚えた。 
・ やる気と向上心が沸き、初めてイチゴの栽培をやることにしてカアクペ（IAN）試験場に

行き指導を受けた。 
・ 技術を覚えた：ポットでの苗の育成、土壌改善、土壌の滅菌法、農薬の使用法、メロン・

ﾄマトの剪定、その他 
・ トマト・メロンの栽培知識が身につき、セルトレイの使用、正しい殺虫剤の使用、肥料、

追肥(有機)を実行。 

６．現在の CETAPAR の活動内容について知っているか。その場合、その情報源は何か。 

区 分 人 数 
（18 人） 情 報 源（複数回答） 

知っている ７ CETAPAR の技術指導３、普及員を通して３、市役所を通して１ 
知らない 10  

７．現在及び今後の CETAPAR にどのようなことを期待するか。 

主な期待事項 これまでの技術指導

の継続（小農支援） 研修の実施 

件  数 18   ３  

 
（主な回答） 

・ 止めることなく技術指導を続けてほしい。CETAPAR で栽培技術を習得したことに感謝し

ている。 
・ 技術支援を続けてくれることを期待する。 
・ JICA は CETAPAR を通してもっと長い期間小農支援を続けること。小農に注意を向ける機

関が非常に少ないので､できるものなら継続してほしい。 
・ CETAPAR で習得したことを私は周りの農家に普及し、学校にも指導をしている。支援を

続けてほしい。 
・ パラグアイ人小農家への支援の続行。将来はまた研修を受けたい。 
・ 研修を続けて行い、必要な支援を受けられる機会を与えてほしい。 
・ 生産者への技術指導とトマト、メロンの種子生産。 
・ 生産者への技術指導を続行し地域コミティーへの指導、新技術の導入。 
・ 最先端技術の指導を生産者に続けて行ってほしい。 
・ 小農への指導､支援を続けてほしい。 
・ CETAPAR が小農へﾄマト・メロン栽培の技術指導を続けてくれるように。 
・ 農牧省からは支援がないので（土壌診断､種(パパイヤ)が必要）続けてほしい。 
・ 支援が継続して行われることを期待する。それから我々の圃場で行われた新技術を残らず

公表してほしい。 
・ 違った野菜の栽培法の研修機会を設けてほしい。 

以上 
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パラグアイ政府機関関係者等のアンケート調査結果 
 
１．居住地 

地  域 イタプア県 セントラル

県 
パラグアリ

県 
カアグアス

県 
コルディジ

ェラ県 
アルトパラ

ナ県 
人数 

（18 人） 11 1 1 1 1 3 

 
２．現在の所属と役職 

所  属 農牧省 国立大学農学

部 市役所 国 会 民間農業団体

人数（18 人） 11 ３ ２ １ １ 
役  職 局長３、試験

課長 1、普及員

６ 
その他１ 

教授３ 技術指導員２ 国会議員１ CAPECO 農業

技術指導員 

 
３．CETAPAR とかかわった時期とその当時の所属 
時  期 1980 年代～ 1990 年代～ 2000 年代～ 
人数（18 人） ３ 14 1 
当時の所属 農牧省３ 農牧省 14 国立大学農学部１ 

 
４．CETAPAR とは具体的にどのようなことでかかわったか。 

区  分 人 数 
（18 人） 内  容 

研修・普及 14 小農向け野菜栽培、不耕起栽培、マカダミアナッツ、 
試験研究 4 大豆、小麦、土壌保全、ソルガム、農牧輪換、野菜 

 
５．CETAPAR とかかわる中で、CETAPAR の機能、実施体制などどのように感じられたか（CETAPR

は期待されていた役割を十分に果たすことができたか）。 
CETAPAR の機能、実施体制は、すばらしい、非常に良い、良い等の回答を全員がしている。

その回答のうち小麦の試験研究の結果が公開されず農業あるいは社会に貢献したとは断定で

きないとの回答が１件ある。 
 
（主な回答） 

・ すばらしい。プログラムの企画、参加者への配慮、職員の指導、温かい接待態度等最高で

あった。 
・ 同上。場長、専門家との良好な関係あり。計画、調整、業務内容、終了後のフォローも良

好。 
・ CETAPAR は小麦の研究をしていない。地域適応試験等において毎年 CETAPAR 職員から最

良の協力が得られた（生育観察と収量の分析、品種別発芽データ評価等）。JICA 専門家に

よる小麦の試験が行われたらしいが、その結果報告が一般には公開されず、農業あるいは

社会に貢献したと断定できない。 
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・ MAG/GTZ/JICA プロジェクトが行われた 8 年間の共同試験に必要な協力ができ、成功裡に

終了した。 
・ 専門家、技術者による CETAPAR の協力は多くの機関との相互研究、研修において責任あ

るものであった。 
・ 良い組織、計画設計によりすばらしい運営が行われ、技術者と事務員双方の協力を得て任

務を無事遂行できた。 
・ 第 1 フェーズでの CETAPAR は日系移住者支援、第 2 フェーズでは全国向け技術開発と指

導、初期には特に大豆生産に力をいれた。CETAPAR の活動はいつも非常にポジティブで

あった。組織的にはいつも開放的で、MAG、農家及び社会全体に対し良好であった。

JICA(CETAPAR)-GTZ の協定によって行われた不耕起栽培試験は、土壌改善等において重

要な結果をパラグアイにもたらした。 
・ CETAPAR が小規模農家への支援を始めた頃、その関係は非常に良く、CETAPAR は全ての

契約、協定を実行した。 
・ CETAPAR は、唯一研修実施後の支援を個別及び全体的に続け、期待に応えてくれた。 
・ 自分の視点からは CETAPAR はこのプロジェクトの中の役割を、例えば試験の実施、ある

いは技術者、農家への技術の普及において、申し分なくこなした。 
・ 大学と CETAPAR との関係は非常に良く、唯一卓越し国内外において参考とされる試験研

究を行うことができた。 
・ CETAPARは常に高度の技術をもった専門家により協力的精神と最高の試験成果を上げた。 

 
６．現在も CETAPAR とのかかわりを持っているか。その場合どのような活動か。 

区   分 人 数 
（18 人）

かかわりの主な活動 

かかわりを持っている 13 小麦試験、ステビア栽培、マカダミアナッツの普及、

土壌診断、病害虫防除、野菜栽培技術普及、農牧輪

換試験 
かかわりを持っていない 5  

 
７．現在の CETAPAR の活動内容について知っているか。その場合、その情報源は何か。 

区   分 人 数 
（18 人）

情 報 源 

知っている 15 CETAPAR の技術者、情報誌 
知らない ３  

 
８．現在及び今後の CETAPAR にどのようなことを期待するか。 

期待事項 これまでの試験研究及び技術指

導・普及機能の存続 
関係機関と継続した

連携 小農への支援機関 

件 数      12     ５     ６ 

 
（主な回答） 

・ これからも農業技術指導と普及をアルトパラナ県やその他地域において続けることは重要

と思う。MAG 等との関係は協力協定などで検討されるべき。 
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・ 今までの業務システムを続ける｡（各分野において知識豊富な技術者や農家が CETAPAR に

よって養成された。） 
・ CETPAR は経済的に大切な作物の試験研究及び技術者と農家のすばらしい指導センターに

なれる。穀倉地帯の中心地にあることから得られる結果は多い。将来的にも農業促進セン

ターとして発展してほしい。もう一つの役目としては､世界市場に対抗できるよう、農家

に作物の選定等の指導をすること。 
・ CETAPAR のような長い年月の間に培った数多くの結果をもつ試験機関がなくならないこ

とを望む。このセンターに近づいた多数のパラグアイ、外国人農家に与えた技術指導等に

よる恩恵は多大で、CETAPARがアルトパラナの試験センターとして継続することを望む。

CETAPAR の技術者達、特に先導者には先見の明をもって経済的に継続できる方法を見つ

け、他の機関がたどったように移管後建物のみが残り何も利用価値のないものとして忘れ

去られた道をたどらないことを希望する。将来の存続方法を確定しないまま、いきなり切

断する形はいけないと思う。 
・ 現在の試験活動を続けてほしい。将来的には地域の生産者達にその知識、技術を普及する

こと。CETAPAR の土壌、ラボサービスの扉を一般農家にも開き、ほかの研究グループの

参加等を考慮し社会全体に配慮したものになってほしい。 
・ 技術指導を続けてほしい。特に小農支援を。 
・ 計画的に試験を続けて新たな技術を導入する。日本国の政治上で移管される場合は公的機

関が望ましい。CETAPAR は建物、土地、設備、組織等よく整っているので継続して利用

されるべきだ。地域の大学等と協力して活動していくことも技術開発の進展において期待

される一面である。 
・ 今までどおりの協力を農牧省普及局（DEAG）に対し続けてほしい。 
・ 小規模農家への信頼できる技術指導機関になること。 
・ 農家リーダーの研修を増やし「パ」国政府にない作物、土壌分析、農業機材、各種肥料等

を CETAPAR から導入したい。 
・ 日系、パラグアイ双方に開放された機関として、農牧省普及局（MAG-DEAG）に知識と技

術の提供ならびに DEAG が実施するその他の業務の助けとなるように協力を続けてほし

い。 
・ 新しい技術の開発とそれらの小農への普及を続けること。 
・ ほかに技術普及を行う機関がないので、地域の生産者らに普及するための試験研究を続け

てほしい。 
・ 農業と牧畜の生産システム（農牧輪換）の発展に関連する試験を継続してほしい。 
・ 小農支援を増やしながら､技術普及を続けることを期待する。 

 

以 上 
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（日系移住者用） 

アンケート調査票 

 

下記アンケートご記入をお願いします。 

なお、ご不明の点がございましたら、お手数ですが、CETAPAR 総務班 園田（0632-20244）まで

お問い合わせください。 

 

ご記入分野  ご記入日    月  日 

 

1. お名前： 

2. お住まいのある地域、現在の経営作目、地域での役割(農協役員、各部会委員など) 

 ・お住まいの地域： 

 ・現在の経営作目： 

 ・地域での役割 ： 

 

3. CETAPAR とおかかわりになった時期とその時どのような点で CETAPAR がかかわったかについ

て 

 *本問と次の問いにつきましては、上記の「ご記入分野」に関して、ご記入お願いします。 

１） かかわった時期（○○年頃） 

 

２） CETAPAR がどのような点でかかわったか 

 

 

4. 前問３において実際に CETAPAR とかかわりあって、どのようにお感じになられましたか？ 

（どのようなことを自分の農業に活かすことができたのか） 

 

 

5. 現在の CETAPAR の活動内容についてご存知ですか。ご存知の場合、その情報源は何ですか？ 

 

6. 現在、CETAPAR の情報や技術サービスをどの程度ご利用になってますか？ 

１）利用している場合→利用されている情報や技術サービスに関し、ご感想をお聞かせください。 

 

２）利用していない場合→ご利用されない理由は何ですか？ご支障なければお聞かせください。 

 

7. CETAPAR は 2010 年 3 月に日系農協中央会に移管されますが、貴方は現在及び今後の CETAPAR

にどのようなことを期待されますか？  

以上 

ご協力ありがとうございました。 

 

９． アンケート調査票
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（パラグアイ人小規模農家用） 

アンケート調査票 

 

下記アンケートご記入をお願いします。 

なお、ご不明の点がございましたら、お手数ですが、CETAPAR 総務班 園田（0632-20244）まで

お問い合わせください。 

ご記入日    月  日 

 

1. お名前 

 

2. お住まいのある地域、経営作目、地域での役割（野菜生産農家代表、村役員など） 

●地域： 

●経営作目： 

●貴方の地域での役割 

 

3. CETAPAR とおかかわりになった時期について 

・   かかわった時期（○○年△月から◇◇年×月まで） 

 

4. CETAPAR とは具体的にどのようなこと（活動）でかかわりましたか？（どのようなサービス

を受けましたか） 

 

 

 

5. CETAPAR とかかわる中で、どのように感じられましたか？（どのようなことを自分の農業に

活かすことができましたか） 

 

 

 

6. 現在の CETAPAR の活動内容についてご存知ですか。ご存知の場合、その情報源は何ですか？ 

 

 

7. 貴方は現在及び今後の CETAPAR にどのようなことを期待されますか？ 

 

 

 

以上 

ご協力ありがとうございました。 

（パラグアイ政府機関関係者等用） 
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アンケート調査票 

 

下記アンケートご記入をお願いします。 

なお、ご不明の点がございましたら、お手数ですが、CETAPAR 総務班 園田（0632-20244）まで

お問い合わせください。 

ご記入日    月  日 

 

１． 名前 

 

２． 住まいのある地域、現在の所属（役職） 

 

３． ETAPAR とおかかわりになった時期とその当時の所属（役職）について 

●かかわった時期 

 

●当時の所属（役職） 

 

４． CETAPAR とは具体的にどのようなことでかかわりましたか？ 

 

 

５． CETAPAR とかかわる中で、CETAPAR の機能、実施体制などどのように感じられましたか？

（CETAPAR は期待されていた役割を十分に果たすことができましたか） 

 

 

６． 現在も CETAPAR とのかかわりをお持ちですか？お持ちであれば、どのような活動ですか。

また、CETAPAR とかかわりを持とうとした理由は何ですか？ 

 

 

７． 現在の CETAPAR の活動内容についてご存知ですか。ご存知の場合、その情報源は何です

か？ 

 

 

８． 貴方は現在及び今後の CETAPAR にどのようなことを期待されますか？ 

 

 

 

以上 

ご協力ありがとうございました。 
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プロジェクト・デザイン・マトリックス（第１フェーズ） 

 
プロジェクト名：パラグアイ農業総合試験場（ＣＥＴＡＰＡＲ） 
協力期間：２０００年４月１日～２００５年３月３１日 
対象地域：アルトパラナ県ほか（パラグアイ東部地域） 
ターゲットグループ：畑作・畜産・野菜栽培農家、日系農協職員 
プロジェクトの要約 指     標 指標データ入手手段 外部条件 
上位目標 
パラグアイ東部地域

における農業の振興

を図る。 

パラグアイ東部地域における主要農畜産物の生産量が

2000 年（基準年）より上位安定する。 
１．国連食糧農業

機関（ FAO）

農業統計 
２．パラグアイ農

牧省農業統計 

パラグアイにおける

農業政策が現状より

悪化しない。 

プロジェクト目標 
パラグアイ東部地域

における持続可能な

実用的農業技術が開

発される。 

１．日系農家等において大豆が畑地１ha 当たり３ｔ以上

安定して生産される。 
２．農牧輪換システムにおいて、肉牛が草地１ha 当たり

840kg/年以上生産される。 
３．野菜生産農家において、2003 年５月までにトマトが１ha

当たり 40ｔ以上、メロンが１ha 当たり 20ｔ以上生産さ

れる。 

１．パラグアイ農

牧省農業統計 
２．日系農協農業

統計 
３．移住地農家経

済調査報告書 

異常気象が発生しな

い。病虫害が大発生

しない。 

成果 
１．持続可能な畑作

技術が確立され

る。 
２．テラロッシャ地

帯における農牧

輪換システムの

技術が確立され

る。 
３．高品質な野菜の

生産技術が開発

される。 
４．土壌保全技術が

改善される。 
５．農家等に対する

技術指導が拡充

される。 

1-1.大豆の安定多収並びに食用の有望系統を各 10 系統育

成する。 
1-2.日系農家等の不耕起栽培における大豆・緑肥作物の輪

作体系を大豆栽培面積の 50％以上に普及する。 
2-1.農牧輪換システムにおける草地１ha 当たりの放牧頭数を

ＡＵ４頭以上とし１頭当たりの平均１日増体量を 600g 以

上とする。 
3-1.高品質トマト（耐病性・貯蔵性）の１株当たり収量を

７ｋｇ以上とする。 
3-2.高品質メロン（耐病性・貯蔵性・糖度等）の１株あた

り収量を 12kg 以上とする。 
4-1.イグアス移住地約 77,000ha の土壌分類地図を作成す

る。 
4-2.テラロッシャ土壌における最も適した可給態リン酸

分析法を選定する。 
5-1.普及講習会に参加したアルトパラナ県内の野菜栽培農

家の 60％以上に開発した野菜生産技術を普及する。 

１．パラグアイ農

業総合試験場

年報 
２．パラグアイ農

業総合試験場

試験設計書及

び試験成績概

要書 
３．トマト、メロ

ンの品種登録

認定書 
４．日系農協農業

統計 
  

１．大豆の国際的な

需要が減少しな

い。 
２．肥育素牛（交雑

牛）が安定して

供給される。 

３．肉牛の伝染病に

対する予防が実

行される 
４．南米南部共同市

場（メルコスー

ル）域内におけ

るメロンの輸出

が円滑に実施さ

れる。 
  

活動 投入 外部条件 
日本側 パラグアイ側 １．プロジェクト要

員 (C/P) が 継 続

して勤務する。

２．大豆の遺伝資源

が継続して導入

できる。 
  前提条件 

1-1.大豆新品種育成のための試験を実施する。 
1-2.不耕起栽培における大豆・緑肥作物の輪作

体系の開発のための試験を実施する。 
1-3.不耕起栽培における大豆根系分布の改善の

ための試験を実施する。 
1-4.不耕起栽培における土壌物理性と肥沃度を

分析し、土壌改良資材、肥料を評価する。 
1-5.不耕起栽培における各作物の養分（Ｎ・Ｐ・

Ｋ）吸収特性と土壌への還元率を解明する。 
1-6.大豆病害虫の発生の実態を調査する。 
1-7.大豆病害虫に対する環境保全型防除技術の

開発のための試験を実施する。 
2-1.草地／大豆・飼料作物の輪作体系の確立の

ための試験（土壌試験を含む）を実施する。 
2-2.若齢肉牛の肥育技術の確立のための試験を

実施する。 
3-1.高品質トマトの生産技術の改善のための試

験を実施する。  
3-2.高品質メロンの生産技術の改善のための試

験を実施する。 
4-1.土壌分類調査を実施する。 
4-2.農家圃場の土壌を診断する。 
5-1.普及講習会を開催する。 
5-2.農家実証展示圃場を設置する。 
5-3.営農相談を実施する。 

１．専門家派遣 
長期専門家 

場長／ﾁｰﾌｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ

次長／業務調整 
畑作試験研究 
畑作病虫害 
畜産 
野菜試験研究 
土壌肥料 
農業研修計画 

短期専門家 
必要に応じ 

２．研修員受入 
本邦及び第三国 

３．機材供与 
業務に必要な機材を携行

機材として配置する 
４．土地 

本場１１５ha、分場５６ha
５．施設 

本館、車庫、研究棟、温室、

種子用サイロ、宿舎ほか 
６．プロジェクト要員配置 
７．プロジェクト運営経費 

１．派遣専門家及

び携行機材に

対する特権免

除の付与 
  
  

１．本プロジェクト

に対しパラグア

イ農牧省及び日

系農協の理解が

得られる。 
２．不耕起栽培が慣

行技術として継

続実施される。

３．関連技プロとの

連携が促進され

る。 
  
  

11． プロジェクト・デザイン・マトリックス（フェーズ１、２）
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プロジェクト・デザイン・マトリックス（第２フェーズ） 
 

プロジェクト名：パラグアイ農業総合試験場（CETAPAR）第２フェーズ 
協力期間：２００５年４月１日～２０１０年３月３１日 

対象地域：パラグアイ東部地域  

ターゲットグループ：日系農協中央会/日系農協の役職員、対象地域農業従事者、パラグアイ農牧省職員・普及員 
プロジェクトの要約 指     標 指標データ入手手段 外部条件 

上位目標 
パラグアイ東部地域 
において持続的な農 
業 技 術 が 普 及さ れ

る。 

2010 年の値を基準とするパラグアイ東部地域におけ

る主要農畜産物の生産性が、それ以降も基準値以上で

安定的に維持される。 

国連食糧農業機関 (FAO)/
パラグアイ農牧省の農業

統計 

・パラグアイに

おける農業政

策に大きな変

更がない。 
・日系農協や関

係機関の方針

が大きく変更

されない。 
プロジェクト目標 
パラグアイ農業総合

試験場がパラグアイ

東部地域における農

業振興の拠点として

基盤整備される。 

１．移管後の新生試験場の業務実施規定が策定され

る。 
２．管理運営計画（組織図、人員の配置計画、予算書、

収支計画書等）が策定される。 
３．上記規定及び計画書が移管先機関に承認される。

１．日系農協の定款 
２．日系農協の総会資料 
３．移管関係会議議事録 

・パラグアイ東

部地域の営農

形態が大きく

変わらない。 

アウトプット 
１．パラグアイ東部地

域に適した持続

可能な畑作技術

が実証される。 
２．農家・普及員等

に対する技術指

導 が 強 化 さ れ

る。 
３．試験場が、検査、

分析等が行なえる

公的認証機関とし

て登録される。 
４．安定的な農業生

産のための技術

支援サービスの

実施体制が整備

される。 

1-1.大豆の安定多収ならびに食用の有望品種・系統を

各 10 選定する。 
1-2.日系農家等において、大豆の収量が３t/ha 以上で

安定する。 
1-3.日系農家等の不耕起栽培における大豆・緑肥作物の

輪作体系が、大豆栽培面積の 50％以上に普及する。

1-4.大豆の病虫害に対する環境保全型の防除技術マニ

ュアルが５種類以上作成される。 
1-5.農牧輪換システムの実証展示圃場において、肉牛

が草地１ha 当たり 840kg/年、大豆が３t/ha 以上生

産される。 
2-1.技術講習会・研修会が年間４回以上開催される。

2-2.各年度の営農相談件数が前年度より増加する。 
3-1.評価・分析ラボの機能が公的認証機関としての要

求を満たす。 
4-1.大豆の種子生産圃場が 90ha 以上整備される。 
4-2.各年度の土壌分析の点数が前年度より増加する。

1-1.CETAPAR 年報/試験成

績概要書 
1-2.日系農協の農業統計 /

農牧省の農業統計 
1-3.日系農協の農業統計 
1-4.CETAPAR 年報/防除技

術マニュアル 
1-5.CETAPAR 年報/試験成

績概要書 
2-1.CETAPAR 年報 
2-2.CETAPAR 年報 
3-1.CETAPAR 年報 
4-1.CETAPAR 年報/試験成

績 概 要 書

4-2.CETAPAR 年報 

・パラグアイ側

の関係諸機関

の支援が得ら

れる。 
  

活動 投入 

日本側 パラグアイ側 

・日系農家の営

農形態が大き

く変わらない。

・異常気象が発

生しない。 
・病害虫が発生

しない。 
・農牧輪換シス

テムに使用さ

れる肥育素牛

(交雑牛 )が安

定して供給さ

れる。 
・認定制度に大

きな変更がな

い。  
前提条件 

1-1.大豆新品種の育成・導入選定を行う。 
1-2.不耕起栽培における大豆・緑肥作物の輪作体

系を開発するための試験を実施する。 
1-3.大豆の病虫害に対する環境保全型の防除技術

を開発するための調査・試験を実施する 
1-4.テラロッシャ土壌地帯における農牧輪換シス

テムを確立するための試験を実施する。 
2-1.技術講習会・研修会等を開催する体制を整える。

2-2.実証された技術を、研修会、営農相談等にお

いて指導する。  
2-3.移住地及び現地のニーズに対応した試験場の

運営を行う。 
3-1.検査・検定制度を調査する。 
3-2.標準規格にあった分析が実施できるラボ（機

材、人材、マニュアル等）を整備する。 
3-3.認証を取得する。 
4-1.大豆・小麦・緑肥作物の優良品種の種子生産・

配布する体制を整える。 
4-2.土壌認証機関として土壌検査サービス事業を

実施する体制を整備する。 

１．専門家派遣 
長期専門家   

場長/ﾁｰﾌｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 
次長/業務調整 

短期専門家 
必要に応じ 

２．研修員受入 
本邦及び第三国 

３．機材供与 
携行機材として整備 

４．土地（既設置済） 
本場 １１５ha 
分場  ５６ha 

５．施設（既設置済） 本

館、車庫、研究棟、温室、

種子用サイロ、宿舎、他 
６．プロジェクト要員の配置

７．プロジェクト運営の経費

１．派遣専門家及び携行 
機材に対する特権免除

の付与 
２．C/P の配置 
日系農協役職員 

・日系農協中央

会がパラグア

イ農業総合試

験場の移管を

引き受けるこ

とが変更され

ない。 
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ＪＩＣＡ直営３移住地における主要農産物の変遷 
（移住地農家経済報告書／農業粗収入％順位） 

 

ラパス移住地 ピラポ移住地 イグアス移住地  調査年度 

  

順位 

  作 物 名 比 率 作 物 名 比 率 作 物 名 比 率

① 綿 41 綿 56 トマト 61 

② トウモロコシ 23 大豆 18 綿 9 

１９６５年度 

  

  ③ 大豆 21 トウモロコシ 11 畜産 7 

① 大豆 44 大豆 53 トマト 53 

② 油桐 27 油桐 23 鶏卵 15 

１９７０年度 

  

  ③ トウモロコシ 10 トウモロコシ 12 その他の野菜 9 

① 大豆 78 大豆 68 トマト 38 

② 繭 8 永年作その他 11 鶏卵 26 

１９７５年度 

  

  ③ 小麦 7 油桐 7 大豆 17 

① 大豆 62 大豆 70 トマト 34 

② 小麦 28 小麦 14 大豆 23 

１９８０年度 

  

  ③ 繭 3 油桐 4 鶏卵 21 

① 大豆 54 大豆 71 大豆 33 

② 小麦 41 小麦 23 トマト 22 

１９８５年度 

  

  ③ 水稲 1 油桐 2 鶏卵 18 

① 大豆 64 大豆 67 大豆 61 

② 小麦 32 小麦 30 小麦 17 

１９９０年度 

  

  ③ 水稲 2 台湾桐 1 鶏卵 9 

① 大豆 67 大豆 75 大豆 68 

② 小麦 26 小麦 20 小麦 22 

１９９５年度 

  

  ③ 水稲 3 牛 2 牛 4 

① 大豆 66 大豆 76 大豆 77 

② 小麦 19 小麦 21 小麦 16 

２０００年度 

  

  ③ 豚 4 牛乳 1 トウモロコシ 3 

（注）１９７５年度のみ農業現金粗収入に基づき算出した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11． JICA 直営３移住地における主要農産物の変遷
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パラグアイ全体及び日系人農家の大豆栽培面積・生産量の推移 

パラグアイ全体* 日系人農家** 
 

栽培面積(ha) 生 産 量(t) 栽培面積(ha) 生 産 量(t) 
1970 年 
1975 年 
1980 年 
1985 年 
1990 年 
1995 年 
2000 年 
2005 年 
2009 年 

  56,600 
 180,400 
 396,900  
 717,900 
 552,700 
 833,000 

1,350,000 
2,200,000 
2,596,653 

  75,133 
 283,547 
 769,186 
 662,260 

1,032,675 
2,394,794 
3,511,049 
3,800,000 
4,152,660 

11,060 
18,553 
27,461 
32,590 
46,338 
54,359 
41,465 
50,829 
40,308 

 14,980 
 22,013 
 55,248 
 46,563 
 73,643 
138,030 
121,081 
119,400 
 79,332 

出典： * パラグアイ国農牧省農業統計局 
** 1970～95 年：JICA 移住地農家経済調査報告書 

2000～09 年：日系４農協（組合員のみのデータ） 
2009 年は大旱魃のため、減収となった。 

 
パラグアイ全体及び日系人農家の小麦栽培面積・生産量の推移 

パラグアイ全体* 日系人農家**  
栽培面積(ha) 生 産 量(t) 栽培面積(ha) 生 産 量(t) 

1970 年 
1975 年 
1980 年 
1985 年 
1990 年 
1995 年 
2000 年 
2005 年 
2009 年 

    31,600 
    36,300 
    55,000 
   134,400 
   153,800 
   172,500 
   159,342 
   365,000 

443,000 

    30,000 
    17,872 
    43,000 
   186,536 
   240,538 
   208,617 
   220,055 
   620,000 

1,063,200 

    － 
     3,790 
    15,016 
    28,638 
    24,027 
    38,258 
    21,143 
    24,900 
    25,881 

    － 
     2,621 
    20,154 
    54,694 
    45,195 
    84,123 
    48,116 
    66,734 
    59,860 

出典：* パラグアイ国農牧省農業統計局 
** 1970～95 年：JICA 移住地農家経済調査報告書 

2000～09 年：日系 4 農協（組合員のみのデータ） 
 

パラグアイ国における主要農畜産物の輸出の推移           （単位：千 US ドル） 
 農畜産物合計 綿 大  豆 小  麦 肉  牛 

1970 年 
1975 年 
1980 年 
1985 年 
1990 年 
1995 年 
2000 年 
2005 年 
2009 年 

  45,465 
 133,741 
 231,315 
 309,762 
 813,537 
 667,894 

1,343,947 
1,395,995 
3,006,864 

  4,048 
 21,682 
112,536 
152,888 
338,638 
251,107 
 78,603 
132,283 
 16,432 

  1,759 
 20,121 
 57,227 
115,091 
245,756 
290,604 
392,118 
764,235 
775,735 

－ 
－ 
－ 

  4,500 
 19,128 
 19,971 
  7,380 
 70,196 
446,969 

 14,811 
 34,488 
  4,423 
  6,789 
130,998 
 50,228 
148,255 
315,636 
534,513 

     出典：パラグアイ国農牧省農業統計局 

12．パラグアイ国における農畜産物関係データ
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